


小石原川ダム建設事業の概要
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■目的
①洪水調節（ダム地点における計画高水流量190m3/sのうち、140m3/sの洪水調節を行う）
②水道用水の供給（福岡県南広域水道企業団及びうきは市 56,160m3/日（0.65m3/s）補給）
③流水の正常な機能の維持（異常渇水時の緊急水の補給を含む）

■位置：福岡県朝倉市江川地先（江川ダムの直上流）

■ダム諸元
型式 ロックフィルダム
堤高 139m
堤頂長 558.3m
総貯水容量 4,000万m3

洪水調節容量 410万m3

利水容量 1,630万m3

渇水対策容量 1,870万m3

■導水施設
通水量 最大3.0m3/s
延長 約5km

■建設事業着手：平成18年度

■試験湛水：令和元年１２月開始

～令和３年８月終了

■管理事業：令和２年４月開始

令和３年10月から本格運用に移行







小石原川ダムモニタリング部会の構成・開催状況

4

【小石原川ダムモニタリング部会】

（五十音順、敬称略）

【小石原川ダムモニタリング部会 クマタカ保全検討会】

（五十音順、敬称略）

氏名 所属・役職 分野

飯田 大和 朝倉生物研究会 会長 環境一般

小野 仁 日本野鳥の会 福岡支部長 生物（鳥類）

古賀 憲一（部会長） 佐賀大学 名誉教授 水質・河川工学

馬場 稔 北九州市立自然史・歴史博物館 名誉館員 生物（哺乳類）

広渡 俊哉 九州大学大学院農学研究院 教授 生物（昆虫類）

松井 誠一 元九州大学教授 生物（魚類）

真鍋 徹 北九州市立自然史・歴史博物館 学芸担当部長 生物（植物）

山根 明弘 西南学院大学人間科学部社会福祉学科 教授 生物（両生・爬虫類）

氏名 所属・役職 分野

小野 仁（検討会長） 日本野鳥の会 福岡支部長 生物（鳥類）

真鍋 徹 北九州市立自然史・歴史博物館 学芸担当部長 森林生態

山﨑 亨 クマタカ生態研究グループ 会長 生物（猛禽類）

実施日 審議内容

第6回 令和4年11月11日 R3～4年モニタリング調査結果、今後のモニタリング調査計画 等

実施日 審議内容

第7回 令和4年8月5日 R3-4繁殖シーズンの調査結果、今後のクマタカの保全 等

第8回 令和4年10月24日 R3-4繁殖シーズンの調査結果、R4-5繁殖シーズンの調査計画 等
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項 目 調査項目

事業効果等

事業の効果に関する項目 ①洪水調節、利水補給効果

堆砂に関する項目 ①堆砂状況調査

地域社会への影響に関する項目 ①ダム湖周辺利用実態調査

環境変化の把握

水環境 ①定期調査

生物環境

①魚類
②底生動物
③付着藻類
④植物
⑤鳥類
⑥両生類・爬虫類・哺乳類
⑦陸上昆虫類等
⑧ダム湖環境基図
⑨環境DNAによる動物相調査

環境保全措置等の
効果の把握

水環境

①曝気循環効果調査（小石原川ダム）
②選択取水効果調査（小石原川ダム）
③水温対策効果調査（江川ダム）
④水温対策効果調査（寺内ダム）
⑤地下水への影響回避工法の採用

生物環境

①常落混交広葉樹林復元整備（コア山）
②湿地環境等の整備（ビオトープ）
③ねぐら環境の整備（コキクガシラコウモリ）
④オオムラサキの保全対策（エノキの復元・整備、幼虫の移動）
⑤植物の重要な種の移植
⑥ヤマネの保全対策
⑦クマタカの保全対策
⑧導水施設における魚道の設置

【モニタリング調査結果報告一覧】

令和4度調査の概要









●小石原川ダム周辺において、春季から夏季にかけての休日、平日の合計5日間の利用者の合計は802人であり、
最多は5月5日の313人であった。

●利用者をブロック区分別に見ると、「③ダム堤体」が約6割を占め、次いで、「④ダム湖左岸」が4割弱であった。
「④ダム湖左岸」の大多数は朝倉市が4月に開園した交通公園の利用者であった。

●利用者の来訪目的の最多はダム見学の62.9%、次いでダムカード収集の19.2%と、自然利用者は少ない。

●来訪者の半数近くをリピーターが占めており、来訪者の9割近くが概ね満足と回答しており満足度は高い。

9

ブロック区分別利用者数割合（春季～夏季）

あさくらマウンテンバイクパーク 朝倉市交通公園

「事業効果等」についての調査結果 ダム湖周辺利用実態
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「環境変化の把握」に関する調査結果 生物環境(9)

【環境ＤＮＡによる動物相調査】

環境ＤＮＡによる両生類・爬虫類確認状況と現地調査結果との比較

●環境DNAにより、現地調査による貯水池周辺の動物相調査結果を補足することを
目的として、貯水池周辺4地点で採水し、ＤＮＡを採集・分析した。

【調査結果】

●環境ＤＮＡによる調査で、令和4年春季、夏季で3種、昨年秋季を合わせると5種の両
生類を確認した。

●チクシブチサンショウウオは、令和元年度、3年度の現地調査で確認できず、環境
DNA調査でのみ確認した。

●
環境ＤＮＡ調査により検出されやす

かったと考えられる。

●今回の調査では爬虫類は確認しておらず、環境ＤＮＡ調査は有効とはならなかった。

R1年度 R3年度 R1年度 R3年度 R1年度 R3年度
春夏秋冬 春夏秋冬 春夏秋冬 春夏秋冬 春夏秋冬 春夏秋冬

St.1 St.2 St.3 St.1 St.2 St.3 St.4 St.1 St.2 St.3 St.4
サンショウウオ科 チクシブチサンショウウオ H7、13、14、20年度の現地調査でブ

チサンショウウオとして記録あり
イモリ科 アカハライモリ

無尾⽬ ヒキガエル科 ニホンヒキガエル DNA分析の候補はアズマヒキガエル
アマガエル科 ニホンアマガエル ○
アカガエル科 タゴガエル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツチガエル ● 集⽔域全体では現地で記録あり
ヤマアカガエル

アオガエル科 シュレーゲルアオガエル ○ ○ ○
カジカガエル 相同性が低く、本来は⾮検出と判定

有鱗⽬ トカゲ科 ニホントカゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カナヘビ科 ニホンカナヘビ ○
ナミヘビ科 シマヘビ ○ ○ ○

アオダイショウ ○ ○ ○ ○
シロマダラ
ヤマカガシ ○ ○

クサリヘビ科 ニホンマムシ ○ ○ ○

備考分類 ⽬名 科名 種名 春季

モニタリング現地調査

夏季
R4年度

環境DNA

種数⼩計

R3年度
秋季

A3・A4（St.3近傍）A2（St.4近傍）

両⽣類

有尾⽬

爬⾍類

A1（St.1含む）

種数⼩計

※重要種の保護のため、重要種の位置情報を非表示しています。
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＜DO（mg/ｌ）＞

「環境保全措置等の効果の把握」に関する調査結果 水環境(2)

【曝気循環効果調査（小石原川ダム）②】

＜クロロフィルa（μg/l）＞

【基準地点表層】 【副基準地点表層】
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「環境保全措置等の効果の把握」に関する調査結果 水環境(4)

【水温対策効果調査（江川ダム）】

●江川ダムの貯水位低下に伴う取水ゲート切り替え時に冷水放流が発生していないか確認するため、江川ダム貯水池内
及び上下流河川で水温を自動観測装置により計測。

【調査結果】

●江川ダム放流地点水温は、小石原川ダム放流地点水温を最大で6.1℃（令和3年10月）下回っているが、令和4年は3.0℃
（令和4年3月）以内の低下に収まっており、冷水放流は行っていない。

●令和4年には江川ダムの急激な水位低下はなく、多段式取水設備の取水口の切り替えは行われていない。

●曝気循環装置も稼働させておらず、その効果は別途検証する必要がある。

＜調査位置図＞

江川ダム流入水温（小石原川ダム放流水温）、江川ダム貯水池表層水温、
江川ダム放流水温の関係（令和3年9月～令和4年8月）
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●環境保全措置として移植を実施した植物の重要な種（7種）の生育状況を把握することを目的として事後調査（個体数、生
育状況等を調査し、個体の健全度を評価）を実施。

【調査結果】

●保全対象種のうち、ミヤコアオイ、ミズマツバ、オニコナスビ、ヒメナベワリ、エビネについては移植個体数に対する健全個
体の割合が高く、大部分の個体の健全度が良好であり、移植後の経過は良好と判断される。

●ナガミノツルキケマンは、令和3年には開花、結実個体があり、令和4年4月には自然散布から多くの実生が発生し、10月
にも多くの健全個体が残存する上、結実個体も確認した。全体として移植後の経過は良好と判断される。

●マルバノホロシは、移植個体数に対して健全個体数が少なくなっているが、令和4年は前年よりも健全個体が増加し、結実
個体もみられ、移植後の経過は概ね良好と判断される。

「環境保全措置等の効果の把握」に関する調査結果 生物環境(7)

【植物の重要な種の移植】

種名
実質移植
個体数※

R4健全
個体数

R4生育状況

ミヤコアオイ 16個体 14個体 6個体が開花。

ミズマツバ 5方形区 5方形区
開花・結実確認。隣接する池に土壌を撒きだし
発芽確認。

ナガミノツルキ
ケマン

58個体 99個体
多数の実生が自然発生。4個体が結実。

オニコナスビ 17群 17群 12群でつぼみや開花を確認。

マルバノホロシ 32個体 13個体 令和3年よりも健全個体が増加し、1株が結実。

ヒメナベワリ 72個体 274個体 実生が多数発生。開花・結実確認

エビネ 562個体 446個体 生育個体の8割が健全度良好。開花・結実確認

植物重要種の移植個体と生育状況

※実質移植個体数：移植地が土砂崩壊するなどしたため、総移植個体数から消失した移植箇所、廃止
した移植箇所の個体数を差し引いたものを実質移植個体数とした。

植物の重要な種の移植に関するモニタリングは令和4年度で終了し、これらの調査内容、結果を環境影響評価事後評
価報告書（供用開始後）としてとりまとめる。

ミヤコアオイ 開花状況 ミズマツバ 開花状況

ナガバノツルキケマン
開花状況

マルバノホロシ
結実状況
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「環境保全措置等の効果の把握」に関する調査結果 生物環境(8)

【ヤマネの保全対策】

●環境保全措置として、事業区域外への移植、巣箱の設置を行ったヤマネについて、湛水後の生息状況を把握
することを目的として巣箱調査、樹洞調査等を実施した。

【調査結果】

●巣箱でのヤマネの個体確認はないが、巣箱に設置した自動撮影装置4カ所で最大2個体のヤマネを確認した。

●近年の確認状況は同程度であり、小石原川ダム周辺ではヤマネが継続して生息していると考えられる。

改変区域外におけるヤマネ生体
及び巣材の確認巣箱数と割合

※ 棒グラフ内数値は確認巣箱数を示す。

ヤマネ巣材と考えられるスギの樹
皮を確認した巣箱（R4.5.25）

自動撮影装置で確認
したヤマネ（R4.5.26）

自動撮影装置で確認
したヤマネ（R4.6.12）

ヤマネ巣材を確認した樹洞
（R4.6.20）

ヤマネの保全対策の効果が確認できたため、令和4年度をもって調査を終了とする。
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「環境保全措置等の効果の把握」に関する調査結果 生物環境(9)

【導水施設における魚道の設置】
●導水施設に設置した魚道（令和2年1月18日通水）の整備効果を把握するため、魚道及びその上下流河川におい
て、遡上状況調査、魚類相調査、魚道（施設）調査を実施した。

【調査結果】
●令和4年11月現在も魚道に通水している。
●導水施設下流水路に生じていた落差は、堰上流側に堆積していた土石を投入することで解消または緩和した。
●魚道内や魚道出口でタカハヤ、カワヨシノボリを確認しており、これらは魚道を遡上してきた可能性がある。
●魚道から上流側での捕獲個体は増加傾向にある。

魚道及び上下流水路、河川での魚類確認状況

下流

河川

下流

水路

魚道

内

魚道

出口

上流

水路

上流

河川

春 春 春 春 春 春

1 コイ目 コイ科 カワムツ 83 20

2 タカハヤ 113 20 9 20 10 74

3 ハゼ科 カワヨシノボリ 4 2 1

3種 3種 2種 1種 1種 1種

200 42 10 20 10 74

No. 目名 科名 種名

種数
個体数

魚道の整備効果が確認できつつあり、令和4年度秋季調査をもって魚類遡上調査を終了とする。

魚道内に設置した水中カメラで
撮影したカワヨシノボリ

魚道出口で採捕したタカハヤ

魚道の状況（R4.5月）
※魚道内に土砂の堆積なく通水

魚道入口の状況（R4.5月）
※令和3年8月の大雨後に魚道と下流水路に

落差が生じていたが、土石投入により解消

取水堰下流水路の状況（R4.5月）
※令和2年7月豪雨後に自然石が流出、洗掘

により根固ブロックと落差が生じていたが、
土石投入により緩和





今後のモニタリング調査計画

●豪雨被害等のため試験湛水、環境整備の完了時期がずれ込んだため、調査期間や部会の開催を1年延長し、モ
ニタリング調査及び部会を令和5年度まで継続する。

●次回の第7回モニタリング部会では調査結果を評価するとともに総括する予定。
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【令和5年度小石原川ダムモニタリング調査計画】

項 目 調査項目

事業効果等

事業の効果に関する項目 ①洪水調節、利水補給効果、貯水池運用実態

堆砂に関する項目 ①堆砂状況調査

地域社会への影響に関する項目 ①水源地域動態調査

環境変化の把握

水環境 ①定期調査

生物環境
①魚類
②底生動物
③付着藻類

環境保全措置等の
効果の把握

水環境

①曝気循環効果調査（小石原川ダム）
②選択取水効果調査（小石原川ダム）
③水温対策効果調査（江川ダム）
④水温対策効果調査（寺内ダム）

生物環境

①常落混交広葉樹林復元整備（コア山）
②湿地環境等の整備（ビオトープ）
③オオムラサキの保全対策（エノキの復元・整備）
④クマタカの保全対策

令和5年度調査予定項目




